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シリーズ
エネルギービジョン

■ ｢

地
域
振
興｣

を
目
的
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
美
浜
町
の
地

域
特
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
を
通
し
て
、

地
域
の
持
続
性
の
向
上
や
、
ま
ち
づ
く
り

の
振
興･

発
展
に
資
す
る
も
の
と
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性

と
し
て
次
の
3
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
外
貨
を
稼
ぐ
、
人･

企
業
を
呼
び
込
む

② 

取
り
組
み
を
町
内
外
へ
情
報
発
信･

双

方
向
の
や
り
と
り
の
実
現
へ

③ 
地
域
資
源
を
活
用
し
た
域
内
経
済
循
環

の
活
性
化

　

｢

地
域
振
興｣

を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
を
踏

ま
え
、
町
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
活
用
し
て
削
減
し
た
コ
ス
ト
や
売
電

益
を
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
地
域
独
自
の
取
り
組
み

を
支
援･

波
及
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

詳
細
は
次
頁)

シリーズ エネルギービジョン

プロジェクト名 事業内容 目的レベル

① 太陽光発電や蓄電池、EV 等を導入、活用し
た低炭素、非常用対策、プロモーション推進
プロジェクト

(1) きいぱすに展示設備等を整備 展示・学習

(2) 交流拠点施設に太陽光 LED街路灯を整備 展示・学習

(3) 公共施設 ･集会所等に太陽光発電設備 ･蓄電池を整備
商業

地域振興

② 風力発電、中小水力発電等による新産業創出
プロジェクト

(1) 河川や農業用水を利用した水力発電の事業化調査 ･検討 商業

(2) 風力発電の事業化調査 ･検討 商業

③ 太陽光発電によるエネルギーの地産地消プロ
ジェクト

(1) 産業団地等への太陽光発電設備の導入 ･運用 地域振興

④美浜版MaaS 構築プロジェクト (1)公共交通機関の利便性の向上を図ることを目的とした交通システムを構築 地域振興

⑤ 美浜町内エネルギー平準化プロジェクト (1) 町有施設や電気自動車等を活用した VPPシステムの構築
地域振興
展示・学習

⑥ 再エネ等を活用した既存観光スポット、新た
な集客施設の魅力づくり推進プロジェクト

(1) 道の駅への太陽光発電設備 ･蓄電池の導入 商業

(2) 再生可能エネルギーを活用した電池推進船の導入 商業

⑦ 美浜版エネルギーツーリズム推進プロジェクト (1)｢ 若狭湾次世代エネルギーパーク ｣を活用したツーリズムの実施 商業

⑧ 『Made by 美浜』による美浜スマートアグ
リプロジェクト

(1) 情報通信技術を活用し、農作物をブランド化 商業

⑨ スマートコミュニティ拠点整備プロジェクト
(1) スマートタウンの整備 地域振興

(2) レークセンターへの再生可能エネルギー設備の整備による脱炭素化の
　  実施

商業
地域振興

⑩ みはまエネルギー基金創出プロジェクト (1) 各プロジェクトで削減されるコスト等の基金化 地域振興

⑪ 地域づくりアドバイザ派遣プロジェクト (1) 再生可能エネルギーを活用した地域づくりのための専門家の派遣 地域振興

⑫  ｢ 地域共助サービス事業体 ｣による地域のた
めの多彩なサービスの展開プロジェクト

(1) 集落が主体の個別プロジェクトの立案・実施 地域振興

(2) 関連機関で構成される連携組織の設置 地域振興

⑬ 町の資源を活用した新燃料等製造・新技術開
発研究プロジェクト

(1) 周辺自治体と連携した水素等利活用の実証事業 展示・学習

⑭ 未来のエネルギー・環境分野を担う人材育成
プロジェクト

(1)｢きいぱす ｣を中心とした体験型教育プログラムによる人材育成 展示・学習

｢地域振興｣を目的としたプロジェクト概要

エネルギービジョンで
定める3つの目的レベル

①展示・学習
　事業性は低いが、普及啓

発や技術開発等、町の将来

のために投資すべきもの

②地域振興
　地域振興のために町とし

て推進していくべきもの

③商業
　技術がある程度確立され

ており、条件が揃えば事業

として成立するもの

　シリーズエネルギービジョンでは、これまで各プロジェクトに設定した3つの目
的レベルのうち｢展示･学習｣と｢商業｣を目的としたプロジェクトの内容をお知らせ
してきました。
　今月号は｢地域振興｣を目的としたプロジェクトの内容についてお知らせします。

③太陽光発電によるエネルギーの地産地消プロジェクト

産業団地等への太陽光発電設備の導入･運用

【概　要】
　令和元年度に、若狭美浜イ

ンター産業団地の調整池に整

備した太陽光発電設備では、

産業団地への進出企業に対し

て地産電力の供給サービスを

行っています。

【事業実績及び今後の取り組み】
　売電益(発電した電力を売却した際に発生する収益)を活用した産業団地のPR･誘致活動等を行います。

＜太陽光発電設備概要＞
太陽光パネル　862.4kw

④美浜版MaaS構築プロジェクト

公共交通機関の利便性の向上を図ることを目的とした交通システムを構築

【概　要】
　美浜町内の交通アクセスの改善や脱炭素化、再生可能エネルギーの地産地消を目的に、美浜版MaaS(※)の構
築を図ります。この事業を町内全域で実施することで、地域交通の空白地帯解消や地域活性化も図られます。

【事業実績及び今後の取り組み】
　令和2年度に、グーグルマップ
(Google Map)による経路検索システ
ムで検索を行った際、移動手段の一つ
として、町のコミュニティバスを使用し
た移動経路や料金、時間が表示される
よう情報登録を行いました。
　今後は、美浜版MaaS構築に向け
た検討を進めていきます。

↑若狭美浜インター産業団地太陽光発電設備

※MaaS… 複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて、検索や予約、決済等を一括で行う
サービスのこと。

←パワーコンディショナー(※ )

※パワーコンディショナー…  太陽光パネルで作った直流の電気を、家庭や工場内で使用できる交流に変換するための機器のこと。
　　　　　　　　　　　　　　  また、太陽光パネルで作った電気を一定の電圧に保つ機能も備えている。

↑電気の流れ

↓産業団地内企業

グーグルマップで美浜駅から水晶浜までの
経路を検索した際の表示画面

※1

※2

※1…広報みはま8月号に掲載　　　※2…広報みはま7月号に掲載

※1
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⑨スマートコミュニティ拠点整備プロジェクト

スマートタウンの整備

【概　要】
　太陽光パネルや蓄電池、ＥＶ等の電気供給設備やネットワー

クインフラを活用し、エネルギー環境に配慮した宅地分

譲地を整備します。

【事業実績及び今後の取り組み】
　スマートタウン(※)形成の具体的な内容や方策について検

討を行います。

【概　要】
　エネルギービジョンの各種プロ

ジェクトを進め、再生可能エネルギー

の導入を図ることにより、削減が見込

まれる電気料金等のエネルギーコス

トを基金化して、他のプロジェクトの

推進や企業誘致等に活用します。

【事業実績及び今後の取り組み】
　基金運用の主体や方策等について検討を行います。

再生可能エネルギーを活用した地域づくりのための専門家の派遣

【概　要】
　再生可能エネルギー事業及び地域活性化のノウハ

ウを有するアドバイザを地域に派遣し、地域に適した

事業の立案から実行まで継続的に支援します。

【事業実績及び今後の取り組み】
　地域づくりに関する課題の解決に適したアドバイ

ザの確保が重要となることから、県等とも連携しな

がら人材の発掘を進めます。

⑫｢地域共助サービス事業体｣による地域のための多彩なサービスの展開プロジェクト

集落が主体の個別プロジェクトの立案･実施

【概　要】
　町内の集落組織等をモデル地域として選定し、その
主体や地域課題、地域資源に応じた｢個別プロジェクト｣
を立案します。(平成30年度に上野区・菅浜区が策定)
　また、この個別プロジェクトを町内に波及させるため、
町や集落、民間組織等で構成されるプラットフォーム(連
携組織)の仕組みを検討します。

【事業実績及び今後の取り組み】
　モデル地域で実施されている事業の実現に向け
たサポート(関係機関間との調整等)を行うととも
に、町が主体となる小規模なプラットフォームの
構築について、具体的な機能や参画主体、組織体
のあり方等を検討します。

　

こ
れ
ま
で
、
広
報
み
は
ま
7
月
号
か
ら

3
カ
月
に
わ
た
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
課
で
構

成
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
部

会
に
お
い
て
、
各
担
当
課
の
横
断
的
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
者
等
と
連
携
し
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
で
適
宜

報
告
を
行
う
ほ
か
、
広
報
み
は
ま
等
を
通

じ
て
、町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

美浜町はSDGｓ(持続可能な開発目標)に取り組んでいます。

～美浜町エネルギービジョンが目指すゴール～

↑令和3年度第1回エネルギービジョン推進委員会 (7月 29日開催 )

※スマートタウン…Ｉ ｏＴやＡＩ等の先端技術を活用し、エネルギーや交通網等のインフラを効率化することで生活やサービスの
質を向上させた、人が住みやすい都市や地域のこと。エネルギーをはじめ、教育や医療、交通等、複数の課
題の幅広い解決が図られる。

⑩みはまエネルギー基金創出プロジェクト

各プロジェクトで削減されるコスト等の基金化

⑪地域づくりアドバイザ派遣プロジェクト

各種プロジェクト

省
エ
ネ
対
策

エネルギー
コスト削減

原
資
と
み
な
し
て
基
金
に
蓄
積

基
金
を
活
用
し
て
資
金
補
助

基金

プロジェクト・
企業・事業者

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や

企
業
誘
致
の
実
現
へ
の
寄
与

地域／町民／町内事業者

アドバイザ

地域づくりに関する
提言、助言

￥

関連機関で構成される連携組織の設置

お問い合わせ先
町エネルギー政策課　(担当・山野) 　☎32‐6716

図
表

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
×
地
域
活
性
化
の
事
業
全
体
イ
メ
ー
ジ

菅浜区の事業全体イメージ

↑レモンの植栽 ↑ だれでもウェルカム食堂

図
表

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
×
地
域
活
性
化
の
事
業
全
体
イ
メ
ー
ジ

上野区の事業全体イメージ

↑薪ストーブ ↑山の状況確認

蓄電池
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美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和3年7月27日～)

美
浜
3
号
機
本
格
運
転
に
至
る
ま
で
の
主
な
経
緯
と
今
後
の
予
定

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震(

東
日
本
大
震
災)

発
生

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生

平
成
23
年3

月

平
成
23
年5

月

第
25
回
定
期
検
査
開
始

平
成
25
年7

月

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基
準
施
行

平
成
27
年3

月

新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

申
請
、
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請

平
成
27
年5

月

設
備
の
劣
化
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
特
別
点
検
に

着
手
【
①
】

平
成
27
年11

月

新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
工
事
計
画
認
可
申
請

特
別
点
検
完
了
、
運
転
期
間
延
長
に
係
る
認
可
申
請

平
成
28
年10

月

原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係

る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
、
工
事
計
画
認
可
【
②
】

平
成
28
年11

月

原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
運
転
期
間
延
長
に
係
る

認
可

平
成
29
年6

月

新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
安
全
性
向
上
対
策
工
事

着
工

平
成
30
年4

月

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
係
る
原
子
炉
設
置
変

更
許
可
申
請

令
和
2
年7

月

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
係
る
原
子
炉
設
置
変

更
許
可
、
工
事
計
画
認
可
申
請

令
和
2
年9

月

新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
安
全
性
向
上
対
策
工
事

完
了
【
③
】

令
和
2
年2

月

原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係

る
保
安
規
定
変
更
認
可

令
和
2
年12

月

美
浜
町
議
会
が
再
稼
働
に
係
る
同
意
【
④
】

令
和
3
年2

月

戸
嶋
町
長
が
再
稼
働
に
係
る
同
意
【
⑤
】

令
和
3
年4

月

杉
本
知
事
が
再
稼
働
に
同
意

原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施

設
に
係
る
工
事
計
画
認
可

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
設
置
工
事
着
工

令
和
3
年5

月

原
子
炉
に
燃
料
装
荷

令
和
3
年6

月

原
子
炉
起
動
、
臨
界
、
発
電
機
の
並
列
【
⑥
】

令
和
3
年7

月

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
、
第
25
回
定
期
検
査
終
了
、

本
格
運
転
開
始

令
和
3
年10

月

第
26
回
定
期
検
査
開
始(

予
定)

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
設
置
期
限
【
⑦
】

①

②

⑦

美浜発電所3号機が本格運転を開始
　美浜発電所3号機は、7月27日に原子力規制委員会による最終検査に合格し、平成23年5月以来、約10年
ぶりに本格運転を開始しました。今回の運転は、福島第一原子力発電所の事故後に導入された、運転期間延
長認可制度に基づく全国初の40年超運転となりました。
　現在の規制では、発電所施設･設備の詳細設計にあたる工事計画の認可日から5年以内に｢特定重大事故等
対処施設(※)｣を設置する必要があります。この施設の美浜3号機における設置期限は、令和3年10月25日
となっており、期限までの設置が困難であることから、今後は10月23日まで運転を継続する予定です。な
お、この工事については、令和4年9月頃の完了が予定されております。
　町では、発電所の安全対策に係る取組等を、引き続き確認･監視していきます。
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※特定重大事故等対処施設… 故意による航空機の衝突やその他のテロリズムにより、原子炉の著しい損傷が発生する恐れがある、または発
生した場合等に対し、放射性物質の放出を抑制するための施設。

③安全性向上対策工事実施中

③安全性向上対策工事完了

④  竹仲議長から
　報告書を受け取る戸嶋町長⑥原子炉起動操作の様子

原子炉格納容器断面

⑤梶山経済産業大臣と会談する戸嶋町長


